
　印は適用項目を示す。

（２）地盤調査計画

（１）地盤調査資料

（４）ボ－リング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）

○調査地番

○位置図

10 20 30 40 50

無（調査予定　　有　　無）

地盤水平反力係数測定

土質試験 物理試験 平板載荷試験 試験掘（支持層の確認）

ボ－リング調査 静的貫入試験

（１）直接基礎

４ ． 地 業 工 事

場所打ち杭

（３）杭の施工に関し工事監理者に提出し、承認を必要とするもの。

杭仕様 杭施工結果報告書

試験杭

施工計画書、認定書

（２）鉄骨制作工場

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記基準等による。
日本建築学会　「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

８ ． そ の 他

７ ． 設 備 と の 関 係

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を

管径の３倍以上かつ５ｃｍ以上とする。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

（１）コンクリ－ト（１）コンクリ－ト

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関しては公共建築工事標準仕様書

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に該当する場合は、

試験回数は、コンクリ－トの種類が異なるごとに１日１回以上かつ、１５０ｍ　ごと

およびその端数につき１回以上とする。ただし最初の測定は打ち込み当初とする。

コンクリ－ト打設については、十分に検討した計画を施工計画書に記載し工事監理者の

承認を受ける。

3

コンクリ－ト打設前に、鉄筋に付着した泥、セメントは確実に除去する。型枠底の
不純物は確実に取り除き、更に型枠底の余分な水（基礎底の雨水等）や冬季におけ
る雪は、コンクリ－ト品質に多大な影響を与えるため、入念な確認を行う。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込み位置に出来るだけ近づけて垂直に打ち、コンクリ

－トの自由落下高さは分離が発生しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ

－ト圧送技師または同等以上の技量を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中

における打ち継ぎ時間間隔の限度は、先に打ち込まれたコンクリ－トの再振動可能時間

以内とする。

を参考にし工事監理者の承認を得た後補修する。

調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

工事開始前に調合計画書を作成し、工事監理者の承認を得ること。

セメントはJIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

増築 増改築 改築新築

木造 補強コンクリ－トブロック造

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造 プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造

（ 2）工事種別

（ 3）構造種別

（ 1）工事名称

高架水槽　　　kN（ 6）屋上付属物

（ 5）主要用途

煙　突　　　　　　kN

室外機　　　　　　kN

有 無（ 7）増築計画

擁壁（ 8）付帯工事 門塀

（ 9）積雪荷重

種　類

２ ． 使 用 構 造 材 料

（１）コンクリ－ト

2

適用場所

スランプ

鉄　筋 主　筋

HOOP　

2

（５）ボルト類

高力ボルト

アンカ－ボルト

（６）屋根・床・壁

スタッドボルト

ALC版

現場溶接

鋼　材

種　別

SS490

SN490B

SN490C

STKR490

STK490

BCP325

SS400

SM490

SN400A

SN400B

SN400C

STKR400

STK400

BCP235

BCR295

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有 無

有

使用ヶ所

SSC400

（４）鉄　骨 コンクリ－トFC　 N/mm

 cm

広告塔　　　　kN

混構造

（　　支持層確認・　　載荷）　

標準貫入試験

コンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で国土技術研究センタ－の評定を受け

た測定器を用い、試験値は同一試料における測定の平均値とする。

コンクリ－トの試験は公的機関で行うこと。

公共建築協会「鉄骨設計標準図」・「建築工事標準仕様書」

（３）工事監理者の承認を必要とするもの

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

工作図 製作要領書

材料規格証明書または試験成績書

施工計画書

鋼　材 高力ボルト 特殊ボルト

建て方検査

製作工場

社内検査票

（５）接合部の溶接は下記による。

鉄骨造等の建築物に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ～Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

（６）溶接部及び接合部の検査

（４）工事監理者に連絡し指示を受ける検査

頭付きスタッド

・試験箇所数の数え方は、ＪＡＳＳ６表５．１「溶接箇所数の数え方」に準ずる。

・工場溶接の場合は以下による。

ａ）．試験は２回抜き取りとする。

ｂ）．平均出検品質限界（ＡＯＱＬ）は４．０％とし、検査水準は第６水準とする。

ｃ）．ＡＯＱＬと各検査水準に応じたロットの大きさは以下の表による。

注）現場溶接は、超音波探傷試験を１００％行う。

注）現場溶接部については原則として第三社による全数検査を行う。

検査水準
第１水準 第２水準 第３水準 第４水準 第５水準 第６水準

AOQL(%)

4.0

2.5 60 70 80 100 130 190

70 80 90 110 150 220

・試験の基準は、日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷試験検査基準」による。

完全溶け込み溶接部の超音波探傷試験は以下による。

３ ． 地 　 盤 ５ ． 鉄 筋 コ ン ク リ － ト 工 事 ６ ． 鉄 骨 工 事１ ． 建 築 物 の 構 造 内 容

杭　長 本　数 特記事項

（２）杭基礎

RC PRC

PHC Ｈ鋼

鋼管

杭　種 材　料

載荷試験　　有　　無

折　版

鋼材（　SS400　　STK400）

（　　有　　無）

脱型後、コ－ルドジョイント、ジャンカ等の不具合が確認された場合はJASS5(2009版)

設備機器の架台および基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上、安全であること。

（10）地震荷重 地震地域係数 Z=0.9（新潟県）

地盤種別：第2種地盤（地盤固有周期 Tc=0.6秒)

（11）風荷重

（12）特殊荷重

デッキプレ－ト

鉄筋コンクリ－ト造

単位荷重 =  30N/m /cm

基準風速 V0 = 30m/秒

地表面粗度区分 ： Ⅲ

特殊：S10T

○支持地盤、地層及び深さに
　ついてのコメント

○孔内水位
　

○近隣デ－タの調査地番と
　設計地番とは約　　ｍの
　距離がある。

○備考

オ－ルケ－シング　　拡底杭

リバ－スサ－キュレ－ション

ア－スドリル　　　ミニア－ス

工　法

打ち込み

ＢＨ　　深礎　（　）

)

摩擦杭

設計支持力kN

（３）鉄　筋

（２）コンクリ－トブロック

Ａ種 Ｂ種 厚さＣ種 100 120 150

種　別

丸　 鋼

異形鉄筋

径 使用ヶ所

SD390 ・ 重ね継ぎ手

SD345 ・ 重ね継ぎ手 ・ ガス圧接

SD295A ・ 重ね継ぎ手 ・ ガス圧接

SR235

普通 軽量

鉄骨造

エレベ－タ－  人乗（ 　ロ－プ式　　油圧式　　マシンレス）

Ⅱ種

PHC（　A種　　B種　　C種）

PRC（　 Ⅰ種

別図による

消火水槽　  kN

普通 軽量

普通 軽量

普通 軽量

普通 軽量

普通 軽量

Fc=N／mm設計基準強度 ２ 備 考スランプcm

比重γ=23

比重γ=23

比重γ=

比重γ=

18

コンクリートの調合、品質管理、打ち込み、養生はそれぞれ標仕6.3、6.5、6.6、6.7による。

コンクリ－ト強度試験方法、供試体の採取および養生方法等については標仕6.9.1～

6.9.5により行う。

無

継ぎ手

備　考

建設地内

別図による

比重γ=2315

捨てコンクリ－ト 15

15

深
度
ｍ

層
　
厚

Ｎ
　
値

土
　
質
　
名

標
　
尺
 
ｍ

認定埋め込み

杭　径

垂直最深積雪量 ：250cm

ﾒｯｷ処理

種類

早強ポルト
ランド
セメント

普通ポルト
ランド
セメント

部位

１５゜Ｃ以上

５゜～１５゜Ｃ

５゜Ｃ未満

セメント
種類

コンクリ－ト
の圧縮強度

せき板

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下

支柱

早強ポルト
ランド
セメント

普通ポルト
ランド
セメント

混合
セメント
Ａ種

混合
セメント
Ａ種

高炉
セメント
Ｂ種

梁下

高炉
セメント
Ｂ種

左記の
すべての
セメント

（３）型　枠

5

7 12

15

17

25

28

 82

3

5

3

5

8 10

28 28

5N/mm　以上 Fc×85%以上または 12N/mm　以上 Fc以上22

鉄筋のかぶり厚さは、鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準１．（7）表に示す

「設計かぶり厚」を確保すること。

　注）１．片持ち梁、庇、長大スパンの梁、大形スラブ等の型枠を支持する支柱

　注）２．スラブ下及び梁下のせき板は、原則として、支柱を取り外したのちに

　　　　　に取り外す。

　注）３．支柱の盛りかえは、原則として行わない。

　　　　 を延長する。
　　　　 又は施工荷重が著しく大きい場合の支柱等は、必要に応じて存置期間

（２）鉄　筋

鉄筋は、JIS G3112の規格品を標準とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継ぎ手の重ね長さ、定着長さは

  「鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準」による。

D16以下は、重ね継ぎ手とする。ガス圧接（D19以上）をする場合は、日本圧接協会

「鉄筋ガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接ヶ所（１ロット）ごと

に１回行い、１回の試験は超音波探傷の場合３０箇所、引張試験の場合３箇所とする。

外観検査 引張試験 超音波探傷試験　有　　無 　有　　無

柱のHOOPの加工方法

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）

材料　　合板厚　12mmを標準とする。

型枠存置期間

施工はJASS5による。

べた基礎　　　布基礎　　　独立基礎　　　試験堀（　　有　　無）

深 さ　 ＧＬ    m

長期許容支持力    kN／㎡

その他

認定番号:

備　考

工　法：

杭先端の深さ

液状化判定　　　  現場透水試験　　 土質試験　　　　サウンディング試験

有（   敷地内　  近隣）　   ボ－リング調査    平板載荷試験     地盤水平反力係数測定

構 造 設 計 標 準 仕 様

スポーツ公園野球場照明設備更新工事
   工事場所:上越市春日新田２丁目１５番地および１８番地

（ 4）高　　さ 27.0m

照明塔

標準層せん断力係数 C0=0.3

リフト　 kN　　　天井走行クレ－ン 　 　　　　ホイスト　　　kN

基 礎 24

24被覆コンクリ－ト

比重γ=

・ ガス圧接

D16以下

D19以上

基礎

基礎

塔体（鋼管）
架台各部材

普通：F10T

中ボルト　　　　

SS400

支持層または先端地盤 - 粘性土

16本

№

図面番号

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.工事名称 ・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01

S一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士

構造設計標準仕様スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

高力ボルトはトルシア形高力ボルト又は、JIS B1186の高力ボルトを標準とする。

トルシア型高力ボルトを用いた場合は、ピンテ－ルが破断するまで確実に締め付けを行う。

締め付け後の検査は、１次締めの際に付けたマ－キングのずれ、ピンテ－ルの破断等によ

り全数本締めの完了したことを確認する。叉、共回り及び軸回りの有無並びにナット回転

量を確認する。

高力ボルト締め付け用の器具はよく調整されたものを使用し、締め付け順序は１次締め、

マ－キング、本締めの順に行う。

全国鉄骨評価機構認定の「  　グレ－ド」以上の工場とする。H

01

（７）鋼材表面塗装

鉄柱の内面は、防錆塗料とし、仕様は以下による。

1.錆止め塗料の種別はJIK K 5674とし、工場２回塗りとする。

1.施工前に、材料承認、施工計画書、施工実績等を提出し監督員の承認を得る。

鉄柱の外面は、錆安定化処理とし、以下により施工する。

2.施工は、専門業者による責任施工とする。

4.現場建柱時に傷などの損傷が生じた場合は、錆安定化処理剤のタッチアップを行う。

3.錆安定化処理剤は、プライマ－の塗装後に２回塗りとし、いずれも工場塗装とする。

構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者

認定埋込工法(SFK工法)

300φ(節部450φ) 17m 470 18.3m

存
置
期
間
の

　
平
均
気
温

材
齢（

日）

　有　　無

 （以下,標仕）平成31年版による。



180°

135°

135°
及び
90°

D

d
D

8
d
以

上

4d以上

D
d

6d
以
上

4
d
以

上 d
D

d

4d
以
上

5d以上

使用個所

柱・梁の主筋
杭基礎のベ－ス筋
D16以上の鉄筋

あばら筋、帯筋
スパイラル筋
D13以下の鉄筋

Ｔ形及びＬ形の梁のあばら筋

90° 135°

幅止め筋

折曲げ
角　度

折曲げ
角　度

折曲げ図

折曲げ図

SD295,SD345

SD295,SD345

SD390

SD390

D16以下 D19～D38 D19～D38

D16以下 D19～D38 D19～D38

4d以上3d以上

3d以上 4d以上

4d以上 6d以上 8d以上

あばら筋,帯筋,スパイラル筋

その他の鉄筋

使用個所

d

D

 90°

 90°
以下

d

d

D

D

（注）・Dは、曲げ内法直径を示す。 ・dは、呼び名に用いた数値を示す。

　　　鉄筋の折曲げ（中間部）

SD295

SD345

SD390

18

21

24,27

18

30,33,36

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

20d
10dかつ
150㎜
以上

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

30d

25d

20d

25d

25d

30d

20d

20d

25d

30d

10d

フックなし フックあり

L2
L3

L2hL1h
L3h

小梁 スラブ 小梁 スラブ

（注） 1).L1,L1h:2)以外の直線定着長さ及びフックあり定着の長さ。

2).L2,L2h:割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ及びフックあり定着の長さ。

3).L3:小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブおよび
　　　これを受ける小梁は除く。

4).L3h：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

5).フックのある場合のL1h，L2h及びL3hは、下図に示すようにフック部分ｌを含まない。

a.仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが(3)のフックあり定着の長さ
　を確保できない場合は全長を(3)に示す直線定着の長さとし、かつ余長を8d、仕口
　面から鉄筋外面までの投影定着長さを(4)に示す長さ(かつ梁主筋の柱内定着にお
　いては、原則として柱せいの3/4倍以上)をのみ込ませる。

定着起点

L1,L2又はL3

定着起点

L1h,L2h又はL3h

l

余長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

L

※

※(2)の長さを全長で確保する。

余長余長

※※

Lb

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影定着長さ

L

La

鉄筋の
種　類

コンクリート
設計基準強度
Fc(N/mm ）2 L1

SD295

SD345

SD390

鉄筋の
種　類

コンクリート
設計基準強度
Fc(N/mm ）2

La Lb

18

21

24,27

30,33,36

18

21

24,27

30,33,36

21

24,27

30,33,36

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

（注） 1).La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ
　　　 (基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)

2).Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ
　　  (片持ち梁及び片持ちスラブを除く。)

フックのある場合

フックのない場合

L

a L

L

L

L

a

a

a=0.5L

a=0.5L

L

L L

a≧L

圧接継手の場合

圧接継手

a

a

a≧0.5L

a≧400mm

1節半以上かつ
150mm以上

重ね継手

1節半以上かつ
150mm以上

鉄筋

L2L3

鉄筋

L2 L2

定着（床版の場合） 定着（壁の場合）

d

≧6d

≧6d

d

50d

5
0
d

d d

≧6d ≧6d

1.5巻き以上の添巻

中間部（重ね継手）末端部（柱頭又は柱脚部）

a.柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。
（下図(a)の●印で示す鉄筋）
b.梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。ただし基礎
梁を除く。　（下図(b)の●印で示す鉄筋）

柱 梁

(a) (b)

(8)鉄筋の末端部には、次の場合にフックをつける。

(7)スパイラル筋の継手及び定着

(6)溶接金網の継手及び定着

(5)隣合う継手の位置

(4)投影定着の長さ

構 造 部 分 の 種 類

屋　内

屋　外

仕上げあり

仕上げなし

柱,梁,耐力壁

擁壁,耐圧スラブ

柱,梁,スラブ,壁

基礎,擁壁,耐圧スラブ

スラブ,耐力壁
以外の壁

土に接し
ない部分

土に接す
る部分

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

20

30

30

30

30

40

40

60

40

60

*

*

最小かぶり厚さ(mm)

煙突等高熱を受ける部分

b.独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継ぎ手、定着および余長

継手長さ 15d(余長)

余
長

余
長

L2 L2

余
長

余
長

≦100

La

継手長さ

L0/4L0/2L0/4L2 L2

L0

**La

La**La

c.独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継ぎ手、定着および余長

ただし、耐圧スラブが付く場合は、d.による。

継手長さ

余
長

余
長

L2 L2

La La

余
長

余
長

La ≦100

15d(余長)

20d(余長)
La

15d(余長)

L0/4L0/2L0/4L2 L2

L0

* *

**

ただし、耐圧スラブが付く場合は、d.による。

d.連続基礎およびべた基礎の場合の主筋の継ぎ手、定着および余長

（注）1.図示のない事項は、大梁主筋の継ぎ手、定着および余長による。

2.　　　　　印は、継手および余長位置を示す。

3.破線は、柱内定着の場合を示す。

* Laの数値は、原則柱せいの3/4倍以上とする。

(2).基礎梁のあばら筋

余
長

L2

La

余
長

La

継手長さ
20d(余長)

継手長さ 15d(余長)
*

*La*

L0/4L0/2L0/4L2 L2

L0

重ね継手とする場合

d

≧8d

L
1h

(1)鉄筋の折曲げ（末端部）

(2)鉄筋の継手及び定着の長さ

(3)鉄筋の定着の方法

(ただし柱せいの3/4倍以上)

1.鉄筋加工，かぶり

20d(余長)

継手長さ

余
長

L
2

一般の場合a.一般事項

(1).基礎梁主筋の継手及び定着

a-1.梁筋は原則として、柱をまたいで引通すものとする。引き通す
 　 ことが出来ない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず
　  梁内に定着する場合は、下図による。

a-2.梁筋を柱内に定着する場合は、次による。
　  上端筋：曲げ降ろす。
　  下端筋：原則として曲げ上げる。
　  なお、定着の方法は標仕5.3.4(e)(2)による。

3.基礎梁

CL

基礎筋
15d

A

A部詳細

はかま筋

はかま筋

(1)基礎及び基礎梁の配筋

(a)独立基礎

はかま筋

連続基礎配力筋

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋
基礎筋と兼ねて良い

連続基礎主筋

(c)基礎接合部の補強配筋

L2

L2
L2

D D

L2h*

3-D16

3-D16

L2

基礎梁あばら筋
と同径・同間隔

L2h*

梁幅 梁幅

0＜D≦200

L2

200＜D≦1,000

2.基礎

(9)設計かぶり厚さの規準値（mm）

(10)鉄筋相互のあき(mm）

D D

(b)独立基礎

鉄筋相互のあきは、以下の値のうち最大値以上とする。

a.粗骨材の最大寸法の1.25倍

b.25mm

c.隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍
あき

間隔

（注）1.＊印のかぶり厚さは、普通コンクリ－トに適用し、軽量コンクリ－ト
　の場合は、特記による。
2.「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の
　耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

3.スラブ、梁、基礎および擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには
　捨てコンクリ－トの厚さを含まない。

4.杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

5.塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

 鉄筋記号凡例
D13D10 D16 D19 D22

記　号

呼び径 D25 D29
梁

柱

梁
L2

鉄筋コンクリ－ト構造配筋基準

№

図面番号

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.工事名称 ・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01

S一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士

スポーツ 公園野球場照明設備更新工事 鉄筋コ ン ク リ －ト 構造配筋基準
02

構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者



№

図面番号

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.工事名称 ・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01

S一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士

スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

注)(

(1)材料及び検査

(2)工作一般

(3)高力ボルト接合

(4)溶接接合

ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位:mm）

(1)スミ肉溶接

(2)部分溶け込み溶接（使用箇所に注意）

(3)突合せ溶接 （平継手,Ｔ形継手）

(5)フレアー溶接

121076s

t

ｔ≦１６ｍｍ

7以上 8～10 11～13 14～16

t t>16mm

F.V溶接姿勢

t 6<t<19mm

F.V溶接姿勢

MC.NGC

tmm θ G t1 L θ

45ﾟ 6 6 5 45ﾟ

35ﾟ 9 9 8 45ﾟ

35ﾟ 9 9 8 35ﾟ

F.V溶接姿勢

6≦t＜12

12≦t＜16

16≦t

t

溶接姿勢

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19

余盛の高さmmのど厚a(mm)

t≧19mm

溶接姿勢

t 6<t<19mm

F.V

6 6 6

6

6

9

9 9 9 9

5

5

8 8

F.V

θθ L G t1G t1 L

45ﾟ

35ﾟ

45ﾟ

35ﾟ

35ﾟ

9 45ﾟ 9

5

5

MC.NGC GC

溶接姿勢

t(mm)

6＜t＜12

12≦t≦19

t＞19

B Sφ

479

8 4.513

9 516

10 619

11 722

81225

(mm)寸法

Ｋ形の場合

(5)塗装

１．一般事項 ２．溶接規準図

GC

G Lt1

6 6 5

6 9 8

9 9 8

4

3

2

1

F.V

7

8

開先面
6

5

4

3

2

1

(a) 構造設計標準仕様による。

(b) 適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする。

(c) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(a) 鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し監理者の承認を得る。

(b) 鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(c) 高張力鋼のひずみ矯正は、冷間矯正とする

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

溶接工は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）
の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

(a) 溶接工

(ロ)アークエヤーガウジング機（直流）

(ハ)サブマージアーク溶接機１式

(ニ)炭酸ガスアーク半自動溶接機

(ホ)溶接電流を測定する電流計

(ヘ)溶接棒乾操器

(イ)交流アーク溶接機 300A～500A

(b) 溶接機器

アーク手溶接(MC)

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接(NGC)

ガスシールドアーク溶接(GC)

(c) 溶接方法

下向　Ｆ 立向　Ｖ 上向　Ｏ横向　Ｈ

(d) 溶接姿勢

仮付不良 良 仮付不良 良

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上問題となり易い箇所は避ける

(イ)仮付位置

(ロ)突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

裏はつり側にする

仮付溶接

(e) 仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

(f) 溶接施工

Ⅰ)突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先
　 形状のエンドタブを取り付ける

Ⅱ)エンドタブの材質は、母材と同質とする

Ⅲ)エンドタブの長さは、MC:35mm以上、NGC､GC:40mm以上とし
　 特記のない場合は、溶接終了後、母材より10mm程度残し切
　 断して、グラインダー仕上げとする

Ⅳ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して
　 設計者又は工事監理者の承認を得る

t

エンドタブ
35mm以上
かつ2t以上

(イ)エンドタブ

(ロ)裏あて金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自
動溶接で9mm以上とする

但し梁成がD=150mm未満の場合
のスカーラップはr=20mmとする

r:スカーラップ

アークエアーガウジング(AAG)

t1

t2

・但し片面溶接の場合は、s=tとする。
・tはt1、t2の小さい方とする。

・軸力が加わる場合のsは、母材と同厚
　とすることが望ましい。

・余盛りは1+0.1s(mm)以下とする。s

ss

t1

D1 D1

・両側に補強すみ肉溶接を付加する

t

s s

θ=60゜ θ=60゜

G=0

D1≧t/3
t/4≦s≦10mm

t≦t1

θ=45゜

R≦2 t

f

f

G=0～2（裏はつり後溶接）AAG

f=t/4

・両側に補強すみ肉溶接を付加する。

G
θ

L
25mm以上

・補強すみ肉溶接を付加する

R≦2

f

t

t1

ｆ=t/4

1/3t
t2/3t

f

f

ｆ＝ｔ／４

Ｔ形突合せ継手余盛

・補強すみ肉溶接を付加する

θ=45゜（55゜)

R≦2

G=0～2

θ=60゜

・AAG（　）内はGCでF,Hの場合を示す。

・補強すみ肉溶接を付加する

t

（裏はつり後溶接） （裏はつり後溶接）

5
1

削り面

t1

f

G=0～2

θ=45゜

G=0～2

f≧0.5mm(ただしt≧15mmのとき4mmとする） a1＞4mmの場合(平継手で板厚が異なるとき)

LGL

f

θ

t

t1

R≦2

R≦2

25mm以上

f=t/4

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

B

t

φ θ
s

プレート

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする。
　溶接棒角度θは30°～40°とする。

(ニ)裏はつり

規準図の溶接においてアークエアーガウジング(AAG)と記載のある部分は全て
溶接監理者の確認を励行し部材に確認マークをつける。

(ホ)現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいた
　　めないように養生を行なう

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと
一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

(ハ)スカーラップ　

半径は30～35mmと、10mmのダブルア－ルとする。

r=30～35mm

r=10mm

r=30～35mm

t2

a1

（通しダイヤフラムの場合）

根巻の場合

内ダイヤフラム

15
0以

下

及梁成が異なる場合

エンドタフが互に

あたらぬこと

10
0以

上

20 以上かつ

内ダイヤフラム

回し溶接する

A A

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと

断面

ガス抜き

φ＝２０

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと

接しないこと

フランジが柱のＲに

内ダイヤフラム

以上20

以
上

20

θ

柱が途中で折れる場合

○溶接記号を　中に記入のこと

スカーラップ部分は

1

7

4

4

7

7

1

4

7

4

1

●ＢＯＸ型 断面図A A 平面詳細

以下
80

1

1

1

1

1

ｔ＞柱フランジのブレート厚

θ＝７５゜～１０５゜

1

1

1

1

11

1

1
1

7

7

4

4
4

4

4

4

4
44

1

1

1

1

● 、 、

●B.H 方式

型 スカーラップ部分は
回し溶接する

平面詳細

断面図A A

4

41

1

1

1

※

※
※

※

A

※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）

4

4

1
4

※

※

1

※

4

4

A

鉄骨構造標準図

鉄骨構造標準図
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坑
内
水
位
ｍ
／
測
定
日

5

10

標
　
尺
 
ｍ

15

30 40 5010 20

深
度
ｍ

Ｎ
　
値

3.15

4.15

5.15

6.15

8.15

9.15

10.15

11.15

12.15

13.15

14.15

15.15

16.15

17.15
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構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者

設計GL

被覆コン天端

被覆コンクリ－ト

砕石 厚60

被覆コンクリ－ト詳細図  A1:1/30 , A3:1/60基礎配筋詳細図  A1:1/30 , A3:1/60

杭伏図  A1:1/50 , A3:1/100
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ヨコ筋 : ○-D13@200
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節付PHC杭 300φ(節部450φ)A種 :9m節付PRC杭 300φ(節部450φ)Ⅰ種 :8m 17m 470 4本/基　計16本

杭ｾｯﾄ数     Ra(kN)
長期杭許容支持力

杭全長下杭上 杭

24N-15-25

新設杭(4-3045)

新設基礎

上部照明装置架台

既存基礎

既存杭(9-350φ)

3.杭天端は設計GL-1300とする。

4.杭の継ぎ手は無溶接継ぎ手とする。

2.杭仕様

1.杭工法 摩擦杭認定埋込工法(SFK工法同等)

特記事項

捨てコン 厚50 18N-15-25

面取り
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各部詳細図図  A1:1/30 , A3:1/60
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踊り場詳細図 
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耐候性鋼材（SMA490AW,SPA-H相当品）

但し、柱脚部BPL、RPL及び各ジョイント部の塔内RPLはSM490Aとする。

塔内金物やタラップ等一部部材はSS400,STK400とする。

架台部エキスパンドメタルはSPHCとする。

2.仕上げ

1.使用鋼材

特記なき限り以下による

3.製作工場

4.製作数

全鋼連認定 Hグレード以上かつISO9001及びISO14001の認定工場とする。

照明鉄塔の製作に関して100件以上の実績があり、かつ造管に関して

ＪＩＳ認定を取得した工場とする。

４基

タラップ取り付け金具およびレ－ルは、アルミ素地とする。
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位置出し用切欠き(28箇所)

外面　錆安定化促進処理工法(ランスコールN♯200同等品)

内面　JIS K 5674 錆止め塗装2回塗りとする。

W600 H1,000

W600 H1,000
面取り

タラップ、照明受け、手摺は溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

架台部エキスパンドメタルは溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
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19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

S一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士１ ： 30

１ ： 60

塔内タ ラッ プ詳細図( 1)

A

B

パイプ梯子用　　J-46

ジョイント金物

C

D

下部ストッパー

上部ストッパー

1本

１ヶ

1セット

1セット

17セット

8セット

取付金物 1基分

6本

2本

▽
B.
PL

▽
JO
IN

T1

AAAAAAAA

C

差込あり

RB-φ16@350

4000

塔内灯スイッチ受

下部マンホール

ケーブル受

接続用端子箱受

分電盤受

△
踊
り

場
1

▽
踊
り

場
2

4-ケーブルガイド

B B B

φ34.0x2.3

0°
△

90°

180°

270°

下部マンホール

ケーブル受

分電盤受

下部マンホール付近断面図　S=1/20

0°
△

90°

180°

270°

踊り場1断面図　S=1/20

0°
△

90°

180°

270°

踊り場2断面図　S=1/20

0°
△

90°

180°

270°

中間部断面図　S=1/20

塔内タラップ

45°

135°
225°

塔内灯スイッチ受
190°

315°

接続用端子箱受

20ﾟ

45
ﾟ

45ﾟ

45ﾟ

4-ケーブルガイド
(塔内灯スイッチ用)

ケーブル受

225°

CHPL-4.5

315°

塔内灯受

105°

225°
墜落防止装置付

塔内タラップ
墜落防止装置付

塔内タラップ
墜落防止装置付

L-50x50x6
着脱式床設置用

CHPL-4.5

2-φ40x150長孔

着脱式床詳細

塔内タラップ詳細図(1)  A1:1/30 , A3:1/60
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構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者

B
4 3 2 1

18 7 6 5 4 3 2

パトライト受け

パトライト受

ﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さ

接続用端子

レ－ル

レール　　長さ 3000

レール　　長さ 2800

レール　　長さ 1700

墜落防止装置　　　藤井電工(株)FMスカイロック(アルミ製)同等　　

ケーブル受45°

45°

塔内灯受位置塔内灯受位置

塔内灯受(計１０箇所）

※I型安全器

※Ｉ型安全器は、作業員の安全帯を掛ける落下防止器具のことで、レ－ルに
 　に取り付ける。
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20080020
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空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士１ ： 30

１ ： 60

塔内タ ラッ プ詳細図( 2)

塔内タラップ詳細図(2)  A1:1/30 , A3:1/60

▽
JO
IN
T1

AAAAAAAAAAA

D

▽
T.
PL

▽
JO
IN
T2

▽
JO
IN
T3

上部マンホール

電線出口

塔内灯受

ケーブル受

▽
踊
り
場
3

接続用端子

1750

BBBB B

タラップ分割

タラップ取付板

φ34.0x2.3

RB-φ16@350

差込あり

200

0°
△

90°

180°

270°

ケーブル受

踊り場3断面図　S=1/20

0°
△

90°

180°

270°

上部マンホール

上部マンホール付近断面図　S=1/20

0°
△

90°

180°

270°

中間部断面図　S=1/20

45°

225°
CHPL-4.5

315°
接続用端子

105°

塔内灯受 225°225°
140°

ケーブル受

45°

ケーブル受

45°

塔内タラップ
墜落防止装置付

塔内タラップ
墜落防止装置付

塔内タラップ
墜落防止装置付

電線出口
カップリング

G54x64L
(御支給品)

30ﾟ

30ﾟ
2-ケーブルガイド

285°
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構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者

5678 4

891011121314151617

ﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さﾚ-ﾙ長さ ﾚ-ﾙ長さ

300
ケーブルガイド

塔内灯受 位置塔内灯受位置

塔内灯受位置

4150

避雷導線引込み用
カップリング(42φ)。
避雷導線はケ－ブル受けで支持。
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空間設計堂くうかんせっけいどう 竹　 原　 哲　 二管理建築士

マンホ－ル詳細図
１ ： 20

１ : 40

B,2N,4W SUS

差込あり特記箇所のみ(塔内配置図)
φ27.2x1.9（STK400)

FB100ｘ６ 2-φ15 M12

φ34.0x2.3（STK400)

RBφ16(SS400)

2-φ15
SS400
FB100ｘ６

M16x60L

2-φ133PL-6

L-50x50x6
φ12
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構造設計一級建築士登録 第1852号
一級建築士登録　　　 第233053号

飯田 巳千男構造設計者

分電盤受詳細図

ケーブル受詳細図

PL-6 2-φ12 ４－φ８
PL-6

塔内灯スイッチ受詳細図 ケーブルガイド詳細図 塔内灯受詳細図 接続用端子箱受詳細図

接続端子

L-50x50x6
φ12

L-50x50x6
φ12

PL-4.5 内面パッキン3t貼り

ロックハンドル
タキゲン製A-172

下部のみ

□２５０アルミガラリ
防虫網付き（SUS)

マンホール蓋詳細

上部マンホールのヒンジは対称位置とする

取手RBφ16

上部マンホール側面図下部マンホール側面図

ストッパー

(下部マンホールのみ)

内R250

PL-4.5

ひさし PL-4.5

RBφ１６

R.PL-12

マンホール正面図

(下部マンホールのみ)

上部マンホール断面図 ヒンジ部詳細図

上部マンホールのヒンジは対称とする

タラップ詳細図

ストッパー

下部マンホール断面図
PL-6

PL-6

開閉角調整用

RBφ16

マンホ－ル詳細図  A1:1/20 , A3:1/40

4-φ7

2-
C5

0 

6-φ6x18長孔

6-φ9x21長孔φ26

PL-6折曲げ

▽G.L+10,000

カップリング
G28x50L

パドライト詳細図

ヒンジ PL-6

止め金物
RBφ9

ロックハンドル ヒンジ PL-6

取手　RBφ16
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